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中学生女子の抑うつ評価の推移
― 年間の縦断研究から―

○相良順子（聖徳大学） 宮本友弘（東北大学）
鈴木悦子（聖徳大学）

キーワード：抑うつ傾向，中学生女子，推移

思春期の抑うつについては，自己評価尺度を用

いた研究により，生徒の 割から 割強が臨床群

であるという報告がなされている（ 岡田

他 ；宇佐美他 ）。また，丸山（ ）の

中学生の 名の縦断的調査から，学年が上がる

ほど抑うつ得点は高くなり，どの学年でも男子よ

り女子の方が一貫して高いことを見出している。

抑うつの変化パターンは個人差が大きい（下田他，

）ことが示されており， 年間の推移につい

て臨床群と非臨床群に分けた場合の検討が必要で

ある。そこで，本研究では，女子中学生を対象と

し，まず，臨床群と非臨床群を分け，次に，各群

の 年間の抑うつ評価の推移をパターン化してみ

た。さらに，臨床群を対象に，抑うつとの関連が

報告されている（相良他， ）社会コンピテン

スとの関係について検討した。

方 法

調査対象 年に入学した私立女子中学生

名，翌年に入学した中学生 名を対象とし， 年

間追跡調査した。 コホートの縦断データである。

手続き 質問紙調査法。コンピテンスと抑うつ傾

向については毎年 月に調査をした。調査票は担

任を通じて配布，回収された。

調査内容 抑うつ傾向：日本版 （ 項目，

件法）。コンピテンス：児童用コンピテンス尺度

桜井， ）の自己価値，および社会コンピテン

スを使用した。各 項目， 件法（ 点～ 点）

による回答。

本研究は，第一著者の所属する大学の「ヒュー

マンスタディに関する倫理審査委員会」の承認を

得て実施した。

結 果

１．臨床群と非臨床群の推移

中学 年時点での抑うつ得点がカットオフポイ

ント（ 点）以上の群を臨床群（ ），それ以

外を非臨床群 として，それぞれの群内で

年間の抑うつ得点をもとにクラスタ－分析（

法）を行い，推移のパターン化を行った。その結

果を と に示す。臨床群では，

クラスターが抽出され，高維持群（ ）と上昇

群 とした。非臨床群では３クラスターが抽

出され高群 ，中群 ，低群 と命

名した。

２．臨床群における高維持群と上昇群の比較

臨床群の 群間で，自己価値と社会コンピテン

スがどう関係するかを検討した結果，自己価値に

ついては学年の効果が有意（ （ ）

）で 年生の得点が 年， 年よりも有意

に高かったが，群間の効果は有意ではなかった。

社会コンピテンスは，群間のみが有意で（（ ）

） 年間通じて上昇群の方が高かっ

た。

臨床群の抑うつ評価 年間の推移

非臨床群の抑うつ評価 年間の推移

考 察

中学生女子における抑うつの自己評価は，個人

差が大きく， 年間の推移はいくつかのパターン

が存在することが示された。特に， 年次の臨床

群の中には 年生から急に抑うつが高まる生徒が

いることから，中学 年は女子の心理的健康面で

重要な時期といえる。この抑うつ上昇群は高維持

群と比べ，自己価値に関しては差がなく，社会的

コンピテンスはより高いという特徴がみられた。

今後は，非臨床群との比較が必要と考えられる。

付 記

本研究は科研費（ ）の助成を受けた。
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教職課程への動機づけが教育実習後の
教師効力感・アイデンティティにおよぼす影響

田中希穂（同志社大学）

キーワード：教職課程，動機づけ，アイデンティティ

目 的

教師の早期離職が教育現場の問題の一つとなっ

ていることから，大学の教職課程は教員としての

必要な資質能力を学生に確実に身につけさせ，教

職志望の優秀な人材を育成することが必要であり，

教職課程の改善・充実に向けた更なる取り組みが

求められている。特に，教師としての効力感やア

イデンティティの獲得が教職現場における適応と

関連することから，学生時代に教師効力感・アイ

デンティティの発達を促すことは重要である。

大学の教職課程が学生に培わせるべき教師とし

ての資質能力の中核には教職への志望意識や志望

動機があることから（仲山，2007），これらが教師

としての効力感やアイデンティティの発達に影響

すると考えられる。そこで本研究では，学生の教

職志望理由や教職課程履修動機と，教師効力感や

アイデンティティの発達との関連を検討する。特

に教育実習は，大学の教職課程で獲得した知識や

スキルを実践する場であり，教師としての自己を

見つめる機会であることから，実習経験を通した

影響を検討する。

方 法

参加者：４年制総合大学で教職課程を履修してい

る４年生 93 名。

測度：①教師志望理由‐藤原（2004）の尺度のう

ち 1 項目を削除，1 項目を追加した 14 項目を用い

た。最尤法プロマックス回転による因子分析の結

果から「子ども好き」「職業的憧れ」「他者の勧め」

「職業的価値」を下位尺度とした。②教職課程履

修動機‐Black & Deci（2000）の SRQ-L の 12 項目

を修正し用いた。因子分析の結果，「自己成長」「他

者承認」「成績不安」を下位尺度とした。③教師効

力感‐ Schwarzer, Schmitz, & Daytner（1999）の

Teacher Self-Efficacy Scale の 10 項目を用いた。因

子分析の結果，「子・親への対応」「教育的取組」

を下位尺度とした。④教師アイデンティティ‐松

井・柴田（2008）の職業的アイデンティティ尺度

から 16 項目を用いた。因子分析の結果，「明確な

教師像」「教師としての貢献」「教師としての存在

価値」「職業としての継続性」を下位尺度とした。

調査時期：４年生のはじめに①教師志望理由，②

教職課程履修動機，③教師効力感，④教師アイデ

ンティティを測定した。教育実習後に③教師効力

感と④教師アイデンティティを再度測定した。

結果および考察

教育実習前に測定した教師志望理由と教職課程

履修動機を独立変数，教育実習後の教師効力感と

教師アイデンティティを従属変数とした重回帰分

析を行った。分析の際，統制変数として，教育実

習前の効力感・アイデンティティを分析に加えた。

分析の結果，教職志望理由のうち，「子ども好き」

という理由は，“教師として生徒の願いに応えたい”

という「教師としての貢献」のような教師アイデ

ンティティの促進と関連した（β=.26）。“教師は

社会的に重要な職業だから”のような「職業的価

値」を重視した志望理由は，「教育的取組」への効

力感（β=.24），教師としての「貢献」・「存在価値」・

職業としての「継続性」（β=.35, .33, .17）のよう

な教師アイデンティティと関連した。他者からの

勧めや教師への憧れというような理由ではなく，

子どもに目を向けているかどうかや，教職や教育

の価値に着目して教職を志望している学生の方が，

教育実習を通して教師効力感や教師アイデンティ

ティを発達させる傾向があった。

履修動機のうち“教職の本質や深い内容につい

て学ぶことが興味深い”という「自己成長」動機

は，教師効力感の「子・親への対応」と教師アイ

デンティティの「継続性」とネガティブに関連し

た（β=-.27, -.19）。「自己成長」のような内発的動

機づけによって教職課程に取り組んでいても，教

育実習を経験したことにより，授業実践・学校運

営・子どもや保護者への対応・その他の雑務に取

り組む教員を見たり，直接経験した結果，教職課

程で学習した知識やスキルと教育現場の実情との

乖離を実感し，職業として生涯続けていくことに

不安を感じた可能性が考えらえる。“良い成績が取

れないかもしれないという不安”から教職課程に

取り組んでいる「成績不安」動機もまた「継続性」

にネガティブに影響した（β=-.23）。教職関連科

目の履修に対する不安は，教師としての知識・ス

キルへの不安を高め，教育実習を通して教職とい

う職業選択を躊躇した可能性が考えられる。

教職の社会的重要性の認識や，子どもとの積極

的なかかわりを通して子どもに対するポジティブ

な感情の育成が，大学の教職課程においては重要

であると考えられる。また，内発的に学習に動機

づけられていたとしても，それが教師アイデンテ

ィティの発達につながらない可能性があることは，

今後の教育内容の再検討の必要性を示唆している。
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